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Abstract:Onehundred and eighteen puerperantwomen (65primiparousand 53

multiparouswomen)weresurveyedbyquestionnairesregardingthedegreeofsatisfaction

withthedeliveryexperience･ Resultswereanalyzedtoestablishfutureguidelinesfor

assistancethatwouldensuremaximalsatisfactionwiththedeliveryexperience･

Thequestionnairesconcerneddeliverytechniques,knowledgeregardingdelivery,

behaviorduringdelivery,selflconceptlOn,and maternalpsychology･ Thefollowlng

responseswereobtainedfrom theqestionnaires:

1･ HDelivery techniquesHwasthematterormostconcern duringpregnancy,
))

followedby"maternalpsychology･

2･ Theitemsselectedoftenduringpregnancyrankedhighontherequestscale.

Thetwowerecorrelated.

3･ Theitemswith high degreesorattainmentafterdeliverywere"maternal
I)

psychology andbehaviorduringdelivery･
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4･ Attainmentoranintenteddeliverypatternandthedegreeorsatisfactionwere

correlated.

5･ TheintenteditemsandthedegreeofattainmentdifferedbetweenprlmlParOuS

andmultiparouswomen･

Key words:Satisfaction,Attainment,Delivery techniques,Knowledge regarding

delivery,Behaviorduringdelivery,Self-conceptlOn,Maternalpsychology

表 1 用語の定義
は じ め に

今日では,妊産婦は主体的な分娩を望む傾向

にある｡ 主体的な分娩が可能であれば,妊産婦

が分娩をより満足と感じることになり,その後

の自己概念の形成や育児行動によい影響を与

え,母性 もより良く発展すると思われる｡ 既存

の研究で分娩の満足に関するものは見受けられ

る1)-5)が,分娩の満足度と妊産婦の分娩に対す

る主体的取 り組みとの関連性に焦点を絞った研

究は見当たらない｡そこで,妊産婦がより満足

を得られるような援助の指針を得るために,分

娩の満足度と妊産婦の主体的取 り組みとの関連

性を調査 した｡

目 的

本研究の目的は,次のとおりである｡

1)主体的な分娩として取 り上げた項目の中

で,裾婦が妊娠中に意図していたことの順位づ

けをする｡

2)妊娠中に意図した分娩の達成度と分娩後

の満足度との関連性を調べる｡

概念枠組みと用語の定義

図 1は,妊産婦が妊娠中に意図する分娩と分

図 1 概念枠組み 意図する分娩:分娩に対し,ど

のように自主的に取り組もうと

しているのか,行なおうとめ

ざしている分娩のこと満 足 :ニードが満た

されたと実感すること分娩の想起 :樽婦が今回の分娩

体験を想い出し振り返ること娩体験の関

係を示したものである｡妊産婦は分娩前に自分

がどのような分娩がしたいか,つまり意図する

分娩を抱いており,分娩後その意図していた分

娩と実際の分娩体験を想起 し,それらが一致し

たと認識できれば満足が得られると仮定した｡なお,本調査で用い

た用語の定義は表 1に示 した｡

対 象 と 方 法1.対 象対象は京

都府及び大阪府下の病院 (京都大学医学部付属

病院 ･済生会野江病院 ･北野病院 ･川村産婦人科

)において,平成 4年 9月から12月の間に正常分娩した

樽婦169人である｡2.方 法本調査に

同意の得られた裾婦に対 し,分娩後3-6日の

入院中にアンケー ト用紙 (付録 1参照)を直

接手渡し,退院日までに回収 した｡アンケー

ト内容は,主体的な分娩ができれば分娩がより

満足になるという考えのもとに,妊産婦が意図

すると思われる項目から構成 した｡これらの項目は表

2の如 く,(分娩技術)(分娩知識)(分娩時の行

動)(自己概念)(母性心理)の5側面,計22

項目からなる｡さらに,(自己概念)は Royの

分類6)を基に,依存的自己概念,自制的自己概念,高度な自己
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表2 アンケー ト内容項目

(分娩技術)

･分娩の進行状態にあった呼吸法が,できるようにしたい

･筋肉の弛緩 (リラックス)が,できるようにしたい

･いきみ方,いきむ時期などの調節が,できるようにしたい

･介助者に言われたことを,実行できるようにしたい

(分娩知識)

･分娩の進行状態をいつも知っていたい

(分娩時の行動)

･陣痛が始 まってからも,できるだけ自由にすごしたい

･陣痛が始 まってからも,好 きな姿勢 (体位)をとりたい

･自分の好む姿勢 (体位)でお産が したい

･お産の状態が落ち着けば,すぐに歩 きたい

(自己概念)

･入院してからも,ずっと家族と一緒に過ごしたい

･家族に立ち会ってもらうお産がしたい
(依存的自己概念)

･冷静さを保つことができるようにしたい

･周囲の人に恥ずかしくないお産が したい

･気持ちに余裕がある状態でいたい

･最後まで前向きな気持ちを,持ち続けるようにしたい

･胎盤を自分で見てみたい

･新 しい自分を発見できるようにしたい

(自制的自己概念)

(高度な自己概念)

(母性心理)

･赤ちゃんが元気であることを,いつも確認 していたい

･赤ちゃんがでてくる感覚を,実感できるようにしたい

･生まれたばかりの赤ちゃんをすぐに抱 きたい

･お産のあと,す ぐに赤ちゃんに母乳をあげたい

･母親らしさを実感できるようにしたい

3.分析方法

分析方法はまず,対象が妊娠中に意図した分

娩の総合達成度を求めた｡配点は,1番に選ん

だ項目が実際にできたときを最高点,最後に選

んだ項目ができなかったときを最低点とした｡

実際の求め方は,対象が選んだ項目数をその対

象が 1番と選んだ項目の点数とし,以下順次 1

点少ない点数とし,順位点とした｡図2の例で

は2項目選ばれているので,順位点はそれぞれ

2点,1点となる｡ そして,選んだ項目の達成

度を図に示すような達成度点とし,それぞれの

項目について,順位点と達成度点の積の平方根

を求め,それを規格化点で割 り,分娩の総合達

成度とした｡

次に,分娩の満足度点を図に示す尺度点と

し,上で求めた分娩の総合達成度と満足度点の

相関を調べた｡さらに裾婦が意図した項目の選

択順位間に相関があるかどうかを付録 2に示す

手法で分析 した｡また,付録 3に示す数量化Ⅰ

類の手法により,分娩全体の満足度に対する各

項目の寄与度であるカテゴリスコアを求め,令

サンプルについて,カテゴリスコアの和を求め

サンプルスコアを算出し,分娩の満足度を予測

できるかを査定した｡

結 果

1.アンケート回収率

アンケー トは130人 (77.4%)から回収 し,

そのうち118人 (70.2%)の有効回答を得た｡

2.対象の背景

対象は表 3のように,初産婦65人 (55.1%),

経産婦53人 (44.9%)であった｡平均年齢は初

- 39-
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(アンケー ト項 目)

1.(①)呼吸法がで きるようにしたい

2.( )気持ちに余裕がある状態でいたい

3.(②)新 しい自分 を発見 したい

芸誓 豊盟 ふつう 琴 莞 できたL l l J lL｣

≪達成度点≫- o o.25 0.5 0.75

順位点 達成度点 順位点と達成度点の積の平

方根項 目 1 2点 0.75

点 vT丁項目3 1点 1点 VT

規格化点-JT+∨ケ 分娩全体の総合達成度(順位点と達成度点の積の

平方根の合計÷規格化点)

0.922

ノヽ…(

満足度)満足度- 1 不満 やや不
満 やや満足 満足≪満足度点≫- 0 0.333 0.66

6図 2 分析方法

例表 3 対象の背景

全 体 初 産 婦 経 産 婦人 数 118(100.0 )

65(55.1) 53(44.9)平 均 年 齢 (史±sD) 28.0±4.3

歳 26.9±4.1歳 29.4±4.0歳職 業 有
17(14.4) 13(20.0) 4(7.6)

無 101(85.6) 52(80.0) 49(92.

5)週 数 37週 未 満 2(1,7) 1(1.5) 1(1.9)37過 ～39週 57(56.8) 35(53.8) 32(

60.4)40過 ～41週 49(41.5) 29(44.4)

20(37.7)分娩所要時間 (文士sD) 10.4±6.5時間 7.9±5.8

時間数字は人数,( )内は

%産婦26.9歳,経産婦29.4歳で

,平成 4年度の母子衛生統計7)と比較すると初産婦

の平均年齢はや や高 値 で あった｡ 職 業 は, 有 職 者 17

人(14.4%)であった｡妊娠期間は37週以降の

正期産が106人 (98.0%)で,分娩所要時間は

初産婦10.4時間,経産婦7.9時間で,い

ずれも平均所要時間内であった｡3.妊娠中に意

図した分娩図 3は,裾婦が妊娠中に意図した分

娩 として選んだ項 目である｡50%以上の裾

婦が選んだ項目は,｢分娩の進行状態にあっ

た呼吸法が したい｣をはじめとする (分娩技術

)が 4項 目と多く選ばれていた｡次 に (母性心理)の

2項 目が多 く,そのうちの

｢赤ちゃんが元気であることをいつ も確認 していたい｣は79人 (66.9%) と ●1

最 も多 く選択された｡30%以下の裾婦 しか選

ばなかった項 目は,(自己概念)の ｢家族に立

ち会ってもらうお産が したい｣ ｢入院 してから

もずっと家族 と過ごしたい｣ ｢新 しい自分を

発見できるようにしたい｣などの 4項 目と,(

分娩時の行動)の ｢

お産の状態が落ち着けばす ぐに歩 きたい｣ ｢自分

の好む姿勢でお産が したい｣の 2項 目であった

｡初産婦では,50%以上選択された項 目,

及び30%に満たなかった項 目ともに,全体

と同様で,最 も多 く選択 されたのは,(分娩

技術)の｢分娩の進行状態にあった呼吸法が したい

｣であった｡経産婦では全体と傾向が異なり,最

も多
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(単位 :人 )
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新しい自分の発見家族とすごす胎盤を見る家族立ち会いの分
娩恥ずかしくないお産前向き

な気持ち冷静さを保つ気持ちに余裕 赤ち

ゃんが元気であることの確圃 赤ちゃんがでてくる感覚の実
成心お産の後すく母乳をあげ

る赤ちゃんをすくに抱く 分娩の進行状態を知る分娩第2期の好む姿勢お産の

後すく歩く自由にすごす分娩第1期の好む姿勢いきみの調節リラックスの実践介助者

の言うことを実行呼吸法の実践母親らしさの実感(自己概念)- lfFl く母性心理)-1 _.__.i

＼亡岳iliS

;･書 :･急く分癖 術 )｣ ー (芸讐芸 )J 箪

Il

1図3 妊娠 中に意図した内容(69.8%

)が答え,｢周囲の人に恥ずかしくない も過半数が選んだ｡お産がしたい｣ ｢最後まで前向きな気持ちを持 4.妊娠中に意

図した分娩の順位づけち続けるようにしたい｣の (自制的自己概念)

図4は妊娠中に意図した項目の希望順位であ(単位 :人)
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(単位 :%)
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気
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ち
に
余
裕

リ
ラ
ッ
ク
ス
の
実
践冷静さを保ついきみの調節恥ずかしくない

お産胎盤を見る家族と過ごす呼吸法の実践

分娩第2期の好む姿勢介助者の亭つことを実行お
産の後すく母乳をあげる家族立ち会いの分娩

母親らしさの実感前向きな気持ち自由に過ご

す新しい自分の発見分娩第1期の好む姿勢

分娩の進行状態を知る赤ちゃんがでてくる成葺の実

感赤ちゃんが元気であることの確認お産の後

すく歩く赤ちゃん

をすくに抱く 図5 意図した内容の

達成度る｡ 最 も多 く1位に選ばれたのは,｢

赤ちゃんが元気であることをいつも確認してい

たい｣の(母性心理)が22人 (18.6%)

であり,初産 ･経産でも同様の結果が得られた｡

それぞれの梅婦が選んだ意図した項目と希望順

位には,カイ2乗検定 (付録 2参照)の結果,全

体 ･初産 ･経産ともに確率97.5%で相関がみ

られた｡つまり,各項目には似たような順位が付

けられることが確認された｡5.妊娠中に意

図した分娩の達成度図5は妊娠中に意図した項目

を分娩後に達成度のできた割合が高い順に並べて

いる｡ 選んだ裾婦の50%以上ができたと評価 した項 目

は,｢生まれたばかりの赤ちゃんをすぐに抱きたい｣

｢赤ちゃんが元気であることをいつも確認 して

いたい｣｢母親

らしさを実感できるようにしたい｣などの (母

性心理)の4項目と,｢お産の状態が落ち着け

ばす ぐに歩きたい｣ ｢陣痛が始まってからもできる

だけ自由に過ごしたい｣の(分娩時の行動)の 2

項目と,｢最後まで前向きな気持ちを持ち続け

るようにしたい｣ ｢新 しい自分を発見できる

ようにしたい｣ ｢家族に立ち 42 ■ できなか

ったE3,主､ つ うEIで き た会

ってもらうお産がしたい｣の (自己概念)の3項目

であった｡一方,樽婦

の40%以上ができなかった項 目は,｢入

院してからもずっと家族と一緒に過ごしたい｣

｢胎盤を自分で見てみたい｣ ｢周囲の人に恥ずかしくないお産がしたい｣ ｢冷静さを保

つことができるようにしたい｣ ｢気持ちに余裕が

ある状態でいたい｣の (自己概念)の5項目と,

｢筋肉の弛緩 (リラックス)ができるようにしたい｣などの (分娩技術)

の2項 目と,｢分娩の進行状態をいつも知ってい

たい｣(分娩知識)の項目であった｡初産
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が達成度が高 く,(自己概念)の ｢入院してか

らもずっと家族 と一緒に過 ごしたい｣ ｢家族に

立ち会ってもらうお産がしたい｣は達成度が低

くなっていた｡なお,40%以上の裾婦ができな

かったと評価 した項目は,初産 ･経産ともに全

体と同じ項目であった｡

6.総合達成度と満足度との関係

図6は総合達成度の0.4以下を ｢できなかっ

た｣,0.4から0.6を ｢ふつ う｣,0.6から1.0を

｢できた｣とし,満足度点の0.666と1を ｢満足

派｣,0.333とOを｢不満派｣として,満足派と不

満派の総合達成度に対する関係を示したもので

ある｡ 満足派では総合達成度が低いほどその割

合は低 く,総合達成度が高いほどその割合は高

くなっており,不満派ではその逆であった｡総

合達成度と満足度との間に相関があるかどうか

を検定するために,総合達成度の平均を (a)-

0.668,満足度の平均を (b)-0.767,各人の総

合達成度をai,満足度をbiとして,式 γ-∑(ai

-(a))(bi-(b))/き∑(ai-(a))2∑(bi-(b))2tOl5,

T-γ1m-2/1-y2io･5 を用いて統計量 T を算出

した｡ この結果,T-3.77を得 た｡他方,

02

0.15

01

0.05

0

-005

-0.1

-0.15

-0.2

(単位 :%)

Eヨ満足派■ 不満派できなかった /i＼つう できた

総 合 達 成 度図 6 総合達成度

と満足度との関係T検定値,T(116,0.5%)-

2.61であるから,総合達成度と満足度との間に

は,確率99.0%で相関が認められ,初産 ･経

産も同様の結果が得満足度高い
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られた｡

7.カテゴリスコア

図 7は全体のカテゴリスコアを表 したもので

ある｡ カテゴリスコアは価が高 くなるほど満足

皮-の寄与度が高 く,低 くなるほど満足度への

寄与度が低いことを示す｡全体では,満足に傾

く項目として0.1点以上を示したのは,｢陣痛が

始まってからも好きな姿勢をとりたい｣の (分

娩時の行動)で,次いで ｢介助者に言われたこ

とを実行できるようにしたい｣の (分娩技術)

であった｡不満に傾 く項 目として,-0.1点以

下を示 したのは,｢筋肉の弛緩 (リラックス)

ができるようにしたい｣の (分娩技術)であっ

た｡｢新 しい自分を発見できるようにしたい｣

などの (高度な自己概念)は満足に寄与 した

が,他の (依存的自己概念)(自制的自己概念)

の項目はすべて不満に寄与した｡

初産婦では,全体 と全 く同じ結果であった

が,経産婦では0.1以上は ｢介助者に言われた

ことを実行できるようにしたい｣の (分娩技

術)で,一0.1以下は ｢最後まで前向きな気持

ちを持ち続けるようにしたい｣の (自己概念)

であった｡

8.サンプルスコア

図8は全体のサンプルスコアを示 したもので

ある｡ 満足派のサ ンプルスコアは,階級値0.1

に33人 (31.1%),0に23人 (21.7%),0.2に

16人 (15.1%), -0.1に13人 (12.3%)であ

(単 イ立 :人 )
35
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5

0

り,不満派のサンプルスコアは,階級値-0.1,

-0.2,-0.3に各 2人であった｡

その結果,満足派 ･不満派では明確に異なる

度数分布が得られた｡初経別でみると,初産婦

では満足派 ･不満派で分離 したが,経産婦では

明確な分布は得られなかった｡

考 察

1.得婦が意図した分娩とその希望順位につい

て

裾婦が妊娠中に意図した分娩として多 くあげ

た項目は,希望順位としても上位にあげられ,

両者の間には有意な相関が認められた｡

意図 した分娩 として多 く選択 されたのは,

(分娩技術)であった｡分娩に対する不安を軽

減する方法として,最近では分娩準備教育が普

及しており,分娩技術を身につけ,分娩に積極

的に取 り組もうとする妊産婦が増えたのではな

いかと考えられる｡ また, (母性心理) も多

かったことは,多くの母親が妊娠中から児の健

康を確認 し,児が無事に生まれることを望んで

いることが考えられ,『分娩の接近を予期する

につれて,-(略),子供の健康と幸福について

の新 しい不安がこの時期に現れる』8) といわれ

ていることからも裏付けられる｡ 以上のことか

ら,母親は可能な技術を用いて分娩を乗 り切る

ことを意図し,自分自身のことよりも児のこと

をより気遣っていると思われる｡ 初経別では,

ll0 -08 -06 -0.4 -0.2 0.0 02 04 06
-09 -07 -05 -03 10.1 0.1 03 0.5

得 点図 8 サンプルスコア
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初産婦は全体と同様であったが,経産婦は冷静

さを保ちたいとか,気持ちに余裕を持ちたいな

どの (自制的自己概念)の項目も認められたこ

とから,前回の分娩での反省点などを振 り返

り,これらの内容を意図したのではないかと思

われる｡ 一方,妊産婦があまり意図していない

のは,(分娩時の行動)や ｢入院 してからも

ずっと家族と一緒に過ごしたい｣などの (依存

的自己概念)であった｡これは,本調査を実施

した施設ではこれらを規制 している施設があっ

たためと考えられる｡

2.意図した分娩の達成度について

意図 した分娩の達成度では,50%の裾婦が

｢できた｣ ものとして ｢生 まれたばか りの赤

ちゃんをす ぐに抱きたい｣｢赤ちゃんが元気で

あることをいつも確認 していたい｣などの (母

性心理)が多かった｡これらは現在,病院など

で積極的に実施されている母子相互作用を促進

する援助であり,それを自動的に受け入れれば

よいため,対象にとって達成度も高かったと推

測される｡

一方,｢できなかった｣ ものとしては く分娩

技術)や (自己概念),その中でも ｢冷静さを

保つことができるようにしたい｣などの (自制

的自己概念)が多 く見られた｡これらは,能動

的に自ら行動する側面が強いことや,客観的評

価や自己評価が可能なため,達成感が得られに

くかったと考えられる｡

初経別では,初産婦は ｢新 しい自分を発見で

きるようにしたい｣という (自己概念)の達成

度が経産婦に比べて高率であった｡これらは,

分娩という初めての目標を達成し,児と初めて

接 し,自分が母親になったという実感が増すこ

とで達成度が高 くなったと思われる｡ 一方,経

産婦では,初産婦で達成度が高かった ｢母親ら

しさを実感できるようにしたい｣が,低 くなっ

ていた｡これは,すでに母親として存在 してい

るので,新たな感動は薄いためと考えられる｡

また経産婦は,｢入院してからもずっと家族と

一緒に過ごしたい｣などの家族に関した く依存

的自己概念)の達成度が低率であった｡これ

は,残 りの家族が子供の世話などをする必要が

あり,家族に側にいてほしくてもできない状況

にあることや,新生児の家族内での重みの相違

などが影響 していると思われる｡

3.分娩全体の総合達成度と満足度について

分娩全体の総合達成度と満足度は,有意に関

連していた｡この結果から,達成度が低い項目

に対 して達成度を高めるように援助すれば満足

度が高 くなると考えられる｡ 達成度が低い項目

は (自己概念)早 (分娩技術)であるが,(自

己概念)は人それぞれ異なるため,維持向上す

るには,妊産婦の心理的側面を把握 し,統合的

に理解 していく必要がある｡ また (分娩技術)

に対しては,妊産婦が技術に対 し主体的に取 り

組み,実践可能になるまで,具体的に指導する

ことが大切である｡

4.カテゴリスコアとサンプルスコアについて

分娩の満足度を高める項 目では,(分娩時の

行動)が挙げられ,分娩第 1期で行動制限な

く,自分の好む姿勢をとりたいと意図した妊産

婦は,満足な分娩 となることが分かった｡ま

た,｢介助者に言われたことを実行できるよう

にしたい｣という (分娩技術) も満足度に寄与

したが,このことは,妊産婦は介助者との信頼

関係によって満足な分娩になりやすいことを示

しており,助産婦は妊娠中から,妊産婦との信

頼関係の成立を積極的に図るようにすることが

重要である｡

一方,満足度を低める項 目では,｢筋肉の弛

揺 (リラックス)ができるようにしたい｣とい

う (分娩技術)であったが,これは分娩技術で

は最も高度な技術であり,より高次な目標を持

つ人ほど,それが不完全に終わると不満に傾 く

といえるであろう｡

初経別で大きく違った項 目は,｢分娩の進行

状態にあった呼吸法がしたい｣という (分娩技

柿)であった｡初産婦ではこの項目が ｢満足｣

に寄与し,経産婦では ｢不満｣に寄与した｡こ

れは,経産婦では経験したことに対する安易さ

や育児などに追われて呼吸法を練習できずに分

娩に臨むことが関係 していると推測される｡

- 45-
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従って,経産婦に対する呼吸法の練習の動機づ

けも工夫する必要がある｡

これらを統合 したサ ンプルスコアについて

は,全体及び初産婦では,満足派 ･不満派のそ

れぞれの分布が明確に異なった｡このことよ

り,全体及び初産婦では,カテゴリスコアを指

標に,意図した分娩として取 り上げた項目を活

用して,満足派 ･不満派を予測できることが分

かった｡

これらのことから,分娩前に妊産婦が意図す

る分娩がどのようなものであるかという情報を

得て,それを基に,満足派となる要素をもって

いる妊産婦には, より満足度が高 くなる援助

を,不満派になる要素 を持っている妊産婦に

は,そのことを認識 したうえで,意図した要素

の達成が高 くなるように積極的に援助 し,ま

た,達成度が低い場合には妊産婦が自分自身を

表出できるように援助することが重要である｡

結
三ノゝ
i5FFEI

1.対象者全体に関して

1)妊娠中に意図 した分娩として多 くの人が

選んだのは (分娩技術)の項目で,選ばなかっ

たのは (分娩時の行動)の項目であった｡

2)妊娠中に意図 した内容とその希望順位に

は有意な相関があ り,各人において,意図した

内容の希望順位は類似 していた｡

3)妊産婦の多 くは (母性心理)の項目がで

きたと評価 し,(自己概念)(分娩技術)ができ

なかったと評価 していた｡このことから,受動

的なことはできたという評価に,能動的なこと

はできなかったという評価に傾 くことが示唆さ

れた｡

4)分娩全体の総合達成度と満足度は有意に

相関していた｡

5)満足度に寄与度が高いのは (分娩時の行

動)と ｢介助者に言われたことを実行できるよ

うにしたい｣という (分娩技術)で,寄与度が

低いのは ｢筋肉の弛緩 (リラックス)ができる

ようにしたい｣という (分娩技術)であった｡

6)(依存的自己概念)(自制的自己概念)の
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項目は不満に寄与 した｡

7)全体及び初産婦では,満足派 ･不満派を

ある程度予測することができた｡

2.初産 ･経産に関して

1)初産婦では (分娩技術)を意図した分娩

として挙げる人が多 く,経産婦では (自己概

念)を挙げる人が多かった｡

2)初産婦では (母性心理)の,経産婦では

(分娩時の行動)や (分娩知識)の達成度が高

かった｡

3)｢分娩の進行状態にあった呼吸法が した

い｣を望んだ場合,初産婦では満足に,経産婦

では不満に寄与 した｡

お わ り に

初産 ･経産ともに妊娠中に意図した項目とそ

の希望順位には有意な相関関係が見られ,意図

した分娩の達成度が高ければ,分娩全体の満足

度が高まることが分かった｡この結果から妊産

婦が分娩前にどのようなことを意図していたか

を知 り,それがより達成できるように援助する

ことが,より満足のいく分娩体験が得られるた

めに重要だと思われる｡

本研究の限界は,対象者が118人と量的な分

析を行なうには少なかったこと,アンケー ト調

査を行なった病院は総合病院が多かったため,

対象の持つニー ドに偏 りがあったこと,アン

ケー ト調査の時期が分娩後であり,妊娠中に意

図していたこととは多少のずれが生 じているこ

となどが考えられる｡

今後はこれらの点を是正 し,持続 して調査 し

ていくとともに,妊産婦のケアの中で,妊娠中

から分娩後の妊産婦の意図を正確に査定 し,分

娩の満足に対する援助がより効果的なものとな

るよう検討 していきたい｡
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アンケート用紙

Ⅰ.あなたは妊娠中,どのようなお産をしたいと思っていましたか? 次にあげた23項目の中から選び,番号

を○で囲んでください｡(いくつ選んでも結構です｡)

Ⅱ.Ⅰで○をつけたものの中で,あなたが最もしたいと思った項目から順に ( )に番号をつけてください｡

灯.1-23のすべての項目について,あなたはお産の時それぞれどのくらいできましたか? 右の5段階の中で

該当する位置に(⊃をつけてください｡

(アンケート項目)
宗三菱 豊吉崇 ふつう 享撃 至 できた

1.( )陣痛が始まってからも,できるだけ自由にすごしたい｡

2.( )陣痛が始まってからも,好きな姿勢 (体位)をとりたい｡

3.( )入院してからも,ずっと家族と一緒にすごしたい｡

4.( )分娩の進行状態にあった呼吸法が,できるようにしたい｡

5.( )筋肉の弛緩 (リラックス)が,できるようにしたい｡

6.( )いきみ方,いきむ時期などの調節が,できるようにしたい｡

7.( )自分の好む姿勢 (体位)でお産がしたい｡

8.( )家族に立ち会ってもらうお産がしたい｡

9.( )介助者に言われたことを,実行できるようにしたい｡

10.( )分娩の進行状態をいつも知っていたい｡

ll.( )赤ちゃんが元気であることを,いつも確認していたい｡

12.( )赤ちゃんがでてくる感覚を,実感できるようにしたい｡

13.( )気持ちに余裕がある状態でいたい｡

14.( )冷静さを保つことができる状態でいたい｡

15.( )周囲の人に恥ずかしくないお産がしたい｡

16.( )最後まで前向きな気持ちを,持ち続けるようにしたい｡

17.( )生まれたばかりの赤ちゃんをすぐに抱きたい｡

18.( )胎盤を自分で見てみたい｡

19.( )お産の状態が落ち着けば,すぐに歩きたい｡

20.( )お産のあと,すぐに赤ちゃんに母乳をあげたい｡

21.( )母親らしさを実感できるようにしたい｡

22.( )新しい自分を発見できるようにしたい｡

23.()その他
Ⅳ.今回のお産全体を振 り返ってみて,あなたはどのくらい満足しましたか｡次の4段階の中で当てはまる位置

に(⊃をつけてください｡

-
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(付録2)

希望順位の相関検定

本論文で行なった検定手順を,人数118人,項目数22と多いから実際のデータをそのまま示 して取 り扱うこと

は出来ないので,4人が 6項目のアンケー トに順位を付けた場合を例として示す｡

(1) 全員の順位一覧表を作る｡順位の付いてない項目は同順位とする｡

順 位

人 項目 a b C

d e ∫A 1 2 3 4 5 6

B 2 1 6 4

5 3C 1

2 3 3 3い 3D 2 3 1 5 5 4(2) 同順位を平均値に修正する｡Sl-(3+4+5十6)/4-4.5,S2-(5+6)/2-

5.5順 位人 項 目

a b C d e ∫A

1 2 3 4 5 6B

2 1 6 4 5 3C 1 2

4.5 4.5 4.5 4.5D 2 3 1 5.5 5.5 4

計計 Ti 6 8 14.5 18 20 17.5 842乗 Ti2 36.0 64.0 210.3

324.0 400.0 306.3 1340.0(3) 同順位の長さ L

をkより,L-k3-k,L1-43-4-60,L2-23-2-6求める｡(4) 統計量 T を算出する｡T′-∑TI2-(∑T.)2/n-1340-84*84/6

-164T-T′*12/bn(n+1)-∑Li/(n-1 )I-1

64*12/i4*6*7-(60十6)/封-12.71(5) カイ2乗値を表より求める｡危険率
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(付録 3)

数量化Ⅱ類

数量化Ⅲ類の目的と概略の手順を次の例で示す｡

例えば,海水浴客の数を予測するために曜日 (アイテム)と天候 (アイテム)別のデータをとるとする｡この

データから曜日は日曜 日 (カテゴリ),天候は晴れ (カテゴリ)の日に客が多 く,雨の日は少ないことが分かっ

たとする｡すると日曜 日と晴れの寄与は高 く,雨はマイナスの寄与をする｡この寄与の度合いに応 じてスコアを

与える｡これをカテゴリスコアという｡このスコアをもとに任意の曜 日,天候の客数を予測する｡この様に本来

数量でない天候などを数量化 し,そのスコアをもとに目的量を算出する方法をいう,サンプルスコアは次の例で

示すように特定の物がどのカテゴリを選択 したかにより与える点数である｡

カテゴリスコア,サンプルスコアの算出手順

出産の結果が満足であった者と不満であった者に分けたとき,満足派の項目の選び方と不満派の項 目の選び方

の特徴を見出す｡この特徴からアンケー ト項 目の満足への寄与度 (カテゴリスコア)を算出し,各人の選んだ項

目からサンプルスコアを求め,このスコアが多い者ほど満足が得られるとする｡

前 もって項目を選択させたとき,その人が満足なお産ができるかどうかの判定資料を得て指導に役立てること

を目的とする｡

以下に本論文で用いた大項 目 (アイテム)無 しのアンケー ト整理手順を,A,B,C,D,Eの 5人が a,b,

C,d,eの5項 目の中から選択する場合を例にして示す｡

(1) 結果で満足,やや満足 と答えた者と不満,やや不満 と答えた者に分けて分類表を作る｡○印は選ばれた項

目を示す｡

人 -を三三ヱ a b C d e

満足度A ○ ×

○ (⊃ × 満 足B ○ × ○ × ○

満 足C × (⊃

○ × ○ 不 満D

× ○ ○ ○ × 不 満E ○ ○ ○ (⊃ ×

不 満項目別に集計する｡Al,,Bi,は記号,All-2,.･･,B15-1

カ テ ゴ リ a b

C d e 計満 足 All A12
A13 A14

A15 62 0

2 1 1不 満 Bll B12 B13 B14 B15 101 3 3

2 1計 3 3 5 3 2 1

6(2) H表の作成 N｡-6,N1,-10,N-Na+N-〕Hll

H12 H13 H14 H150.88 -1.13 0.13 -0.

13 0.25計算式 :Hll-(All/Na-Bll/Nb)Na*NtノN-0.88

H12-(A12/Na-B12/Nb)Na*Nb/N--1.13,

-(3) クロス集計表の作成 (例 adの交点の値は aとdを
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(4) F表の作成 (計算式 ‥Flj-Nl,-N..*Nj,/N,例 Fl1-2.44)

カ テ ゴ リ a b C

d ea 2.44 0.44 2.06

1.44 0.63b 0.44 2.44

2.06 1.44 0.63C 2.06

2.06 3.44 2.06 1.38d 1.44 1.44 2.06 2.44 -0.3

8e 0.63 0.63 1.38 -0.38 1.

75(5) 第 1カテゴリの属する行と列を省き以下の連立方程式を立てる｡

2.44x 2+2.06Ⅹ 3+1.44Ⅹ 4+0.63Ⅹ 5=-1.13

2.06x 2+3.44X3+2.06Ⅹ 4+I.38Ⅹ 5=0.13

1.44x 2+2.06Ⅹ 3+2.44Ⅹ 4-0.38Ⅹ 5=-1.13

0.63x 2+1.38Ⅹ 3-0.38Ⅹ 4+1.75Ⅹ 5=0.25第-カテゴリの根はゼロ (Ⅹ1-0)とし,根 x 2,Ⅹ 3,

Ⅹ 4,Ⅹ 5 を求める｡右辺は H表の値｡(6) カテゴ

リスコアを求める｡カ テ ゴ リ 回答者 根 X

i Ni*Xi カテゴリスコアa 3 0.000 0.000 -0.012

b 3 - 1.001 -3.00 -1.

013C 5 0.639 3.195

0.628d 3 -0

.002 -0.006 -0.014e 2 - 0.Oo ユ -0.

002 -0.013平

均 (Ⅹ) 0.0 115平均 (Ⅹ)-(3*Xl+3*x 2+5*X3+3*Ⅹ 4+2*Ⅹ 5

)/16カテゴリスコア-X.一 (Ⅹ)(7) カテゴリに対するカテゴリスコアのグラブ (図 7に対応)を措き,視覚化する｡結論を導 く:例では C が

満足に寄与

し,bは不満に寄与している｡(8) 満足派,不満派別に各サンプルについてカテゴリスコアの和を選んだ項目数で割 り,サンプルスコアを求

める｡カ テ ゴ リ a b C

d e サンプルス コ アカテゴリスコア - 0 .0 1 2 - 1.013 0.628 -0.014

- 0 .013A ○ × (

⊃ (⊃ × 0.200B ○ × ○ × ○ 0.201C × (⊃

○ × (⊃ -0,13D × (⊃ ○ ○ × -0.13E ○ ○ ○ (⊃ × -0

.10(9) サンプルスコアの適当な間隔に対してサンプルスコアの度数分布表とグラフ (図8)を作 り結論

を導く｡両派のグラフのピークが分離すれば,用いた項目の点数により満足,不満を判別

できることになる (図8では両者は一応分離している｡)この方法が有効であることが判明した場合,前もってどの項目を選択したかによりど

の程度の満足を得るか予測できる｡上の例では C を選択し,bを選択しなければ満足


